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勝ち点 0コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦、初日の第二試合は昨年第４位の龍谷大学と昨年7位の大阪大学の一戦。第
3ピリオドまでまさに一進一退の攻防が続く。お互いディフェンの守りが固くロースコアで試合は進む。だが第4ピリオド
の序盤、大阪大の連続得点で流れをつかみ、龍谷大#2高橋を起点として点を狙い、粘るが流れをつかめず大阪大
が56-64で勝利を掴んだ。
【第1ピリオド】
両チームともハーフコートマンツーマンディフェンスでスタート。お互いディフェンスが固く試合経過3分で2-2と点が伸
びない。中盤、龍谷大は#2高橋を中心とした早い攻めで点を確実にかさねていく。一方大阪大は#91太田のジャンプ
シュートなどで点を狙う。
試合終了間際に龍谷大#33加地の3Pシュートが決まり21-7で龍谷大が14点リードで終える。
【第2ピリオド】
大阪大の#24冠野のミドルシュートから開始。大阪大の#56前北のスティールで速攻を狙うがシュートが外れ流れをな
かなか掴めない。しかしその後大阪大の3連続得点で流れが大阪大に傾くが。龍谷大も#15刈川が落ち着いてシュー
トを決め流れを断つ。大阪大の#6岸本がミドルシュートを決め、得点差を1桁に乗せるせ、龍谷大のディフェンスのス
イッチミスにより大阪大の#91太田が得点し、すかさず龍谷大がタイムアウト。その後も大阪大の速攻が決まるなど点
差が6点差がとなり大阪大に流れが傾く。大阪大の#15藤本が速攻を決め試合を振り出しに戻す。第2ピリオド28-28の
同点で終える
【第3ピリオド】
第1ピリオド同様に両チームハーフコートマンツーマンディフェンスでスタート。序盤はお互いディフェンスが固く、あま
り点は伸びない。だが中盤に龍谷大#15刈川のリバウンドからのシュート、#2高橋を起点とした速攻で点を重ねる。大
阪大も#17飛田のリバウンドから#14長谷、#15藤本の早い攻めで点を取っていく。第3ピリオド終盤も同じように両方点
を重ねていき43-41龍谷大リードで終了。

【第4ピリオド】
龍谷大#2高橋がミドルシュートで開始。開始2分30秒が経過し、大阪大の#24冠野がミドルシュートを決め初得点。そ
の後大阪大#6岸本も点を決め2連続得点により大阪大が勢いに乗る。
大阪大の#3村上が3Pシュートを決め流れは大阪大に。ここで龍谷大がタイムアウト。
タイムアウト直後、大阪大がスティールに成功し、速攻で点差が3点差となり大阪大がリード。またも大阪大がシュート
を決めるが龍谷大の#17近土が決め返す。
大阪大の#24冠野がミドルシュートを沈め龍谷大がタイムアウト。
タイムアウト終了後、龍谷大の#2高橋が3Pシュートのファールをもらいフリースローを3本とも決め、残り16.3秒で大阪
大がタイムアウト。
タイムアウト終了後ファールゲームとなり大阪大の#14長谷がフリースローを1本決める。
龍谷大は3Pシュートを狙うが決めることができず、64-56で大阪大が勝利した。
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